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　日本においては、2008 年 10 月に神戸市と名古屋市がデザイン分野で、金沢市が 2009 年にク











































九谷焼、加賀繍などの国指定の 6業種をはじめ、大樋焼、加賀象嵌など 23 業種に上り、国内
では京都市に次ぐ質と量を誇っている。
　金沢市内の伝統工芸品に関する事業所は約 820、従業者は約 2,500 人で、それぞれ、全体の
20％と 5％を占めており、工芸は金沢を代表する産業ではあるが、きわめて小規模な事業所や
工房の形をとり、店先で展示販売することも多い。このため、都心部に位置する旧金沢城から
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金沢21世紀美術館と工芸の革新











口を３倍ほど上回る 158 万人の入場者を数え、その経済波及効果（建設投資を含む）は 300 億
円を超過しており、開館以来 10 年に満たずして、100 万人の入場者を記録した。
　金沢市は、伝統工芸をあらたな生活工芸として再生するためにクラフトビジネス創造機構を
立ち上げて、歴史的に培ってきた伝統工芸や伝統芸能とコンテンポラリーアートとの融合の中

















































　「21 世紀・京都のグランドビジョン」（1999 年策定）を前にして、1997 年 4 月に発表された
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summary
Kogei (Crafts) and Creative City: Challenges of 
Kanazawa and Kyoto
In this paper we analyze the possibility of new craft based 
production, and the creative city policies of Kanazawa and Kyoto. 
Also we refer to the move of the Agency for Cultural Affairs 
to Kyoto and the move of National Museum of Kogei (Craft) to 
Kanazawa.
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